
Title パレートの『社会主義体系』序論とエリート論

Author(s) 佐藤, 茂行

Citation 經濟學研究, 38(4), 74-83

Issue Date 1989-03

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/31812

Type departmental bulletin paper

File Information 38(4)_P74-83.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



ゴと海道大学 38ゅ 4
緩済学研究主号線.3 

く研究ノート>

パレ}トの f社会主義体系』序論とエリ}ト論

佐藤茂行

パレートの『社会主義体系Jイタリア語版に

付されたジ器グァンニ・ブズィーノの序論は，

それ命体，パレートの社会主義論にかんする一

つの優れた論考でもあるが，そのなかでかれは，

f社会主議体系~ (以下， w体系』と略称)の長
い序論は， この著作全体を したもの

だと述べている九 しかし，この，磯かに長大

な芽識を読むと，その論議の大部分が，いわゆ

るエリートの交托をめぐる開題に費やされてい

ることがわかるo ところが，これに対して，本

識の方は，この著作のタイトノレが示すように，

社会主義のさまざまな思想体系を扱っておりき

その内容の大部分は，かならずしもおジート

に要約怒れるようには見受けられない。そうだ

としたら~体系』序論のエ P …ト裁は， いっ

たい何を意味しているのか。

この震関を解く鍵は 11体系』の執筆中に発

表された論文「社会学的理論の一つのfifS舟j2)

(以下， r応用j と略称〉のなかにある。この論
されているとおり"、くつかの社

1) [3J p. 25なお，この序文広後に論文の体裁をど
整えて [4Jに収録されている。
2) [5 Jこの論文には翻訳[l1Jがある。これは，
g書記されてはいないが，英訳からの議択と思われ
る。この訳者告は「本論文自体厳密な概念の構成を
:i:阪にしているものでないことから意訳者どしても
許dれるのではなし、かjと述べている。しかし，
この翻訳には怒訳と蓄えども「許dれjなし九パ
レ}トの基本的な f概念の構成J~こ誤解を与える
ような不正獲さがある (注5)と7)合参照〉。
本績では，この訳文の採用は見合わせる。ただし，
参考のために関連べ…ジだけは掲示しである。

会学会号法郊を明らかにしたうえで，それらきど現

問題の分析に崩して見せたものである。

その現実の開題とは何か。それは当時，協苦手と

して務まりつつあっ

った。したがって，この論文はニc.l)ート論と

いうより，むしろ問時代の社会主義運動の壁史

的意義を論じた一つの社会主義論なのである。

そのj村容主f概観してみよう。まず， ここでの

社会学的法則というのは， 1)人関の行為の大

部分比論理的推論ではなく雲感情にもとづく

こと九 2)社会学的議象は，実在する

関係を形づくる客観的形態ι人識の心理状態
の関係を形づくる主観的影擦の二つにはっきり

と分かれること九 3)主観陣形態は客観的現

象合反映すること(したがって，その反映が豆

しいかどうか確かめる;必要があることλ4)

Eつ家り客観的現象〕は，主観的現

る働きなすること(なお，そのi最も

お選縛や宗教，政治には(人間

3) [5J pp. 179: [11J pp. 8. 
4) [5J p. 180: [11J p. 9調

5) [5J抑・ 180-181:[l1J p. 11 i実在的現象が主
鋭的現象を修IEずる機きさとするJということは，
客綴的現象の彩襲撃を受けて主観的現象が変化十る
ということである。ここでパレートは2)で問題
とされた主観の議みについてではなく，そのま長み
が客観的現象?とよってもたらちれるということ合
説いているのである。この逆はき三銭約現象が客観

ことである。このことを，
パレートは…応ここで機摘してはいるが，その可
能性については~定的である。それは，理論が運
動を生み践しているかのように考えて「マルクス
の理論と闘うこと"で，社会主義と有効に鶴うこと
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の心理的リズムの表れでもある)経済変動と非

常によく似た変動がみられること 6)0 6 )人間の

歴史は貴族的人間の交代の歴史であること九

以上の社会学的法則の観点からパレートは，

当時の社会主義運動の客観的意義を解明する。

まず， この社会主義運動が，一種の宗教運動で

あり，それは，宗教的感情の晶揚によってもた

らされた行動のー形態で、あることを指摘する。

そして同時に，この運動が人閣の宗教的感情の

リズムと結びついた，貴族階級の交代運動の一

局面を表していることを示す。具体的に言う

と， この社会主義運動は， フツレジョワジーから

なる衰退過程にある貴族階級と，社会主義の指

導者からなる新しい貴族階級との交代局面を示

しているというのである汽他方，以上の客観

ができると思う」主観的現象を，一つの幻想と見
るパレートの評価 ([5Jp. 237)からも明らかで
ある。このパレートの立場は，後年はっきりと理

論化される。たとえば [9J~162を参照。しかし，
[l1J p. 11では， この部分は「真実の現象がど
のようにして主観的現象に作用し，修正されるの
か，またその逆のばあいはどのようにか」となっ
ている。 これだと， 1"真実の現象j の方が主観的
現象によって修正されることになり，パレートの
基本的考えと反対になる。原文を示しておこう。
. come iJ fenomeno real巴 operiper modi-

ficare iJ fenomeno soggettivo e viceversa. 

6) [5J p. 182: [l1J p. 13. 
7) [5J p. 186: [l1J p. 19パレートは， ここで，
貴族階級の交代の法則が「生理学的法則J(una 
legge fisiologica)にしたがっていると見ている

江田 p.186)。この生理学的法則というのは，か
れの『経済学講義』で用いられている「社会生理
学J([6J pp. 347 sq.)の法則のことであろう。
それは内容的にみて，社会学的法則の一種と考え
て差し支えない。そして，パレートは，実はこの
『経済学講義』の「社会生理学」の中で，エリー
ト論の基礎となる，いくつかの社会学的事実の分
析を行っていたので、ある。なお口1]p. 20で、は，
これが「心理学的法則」となっているが， これだ
と意味がまったく異なったものになってしまう。
パレートは心理学のレヴェルにまで、立ち入った考
察を行ってはいないしその後もこれに類する試
みは避けている。 [9J~ 161を参照。
8) [5J pp. 182， 190， 206， 218ー220: [l1J pp. 13， 
28， 50， 67-70. なお.1"応用」に2ヶ月ほど先立
つ1900年5月に発表された [7Jp. 322を見ても，
バレートが，当時の「さまざまな徴候から推して」
社会主義者の権力獲得による「社会経済革命が遊

的現象は，実際には，主観的現象としてつぎの

ように反映される。たとえば，宗教的感情にも

とづく社会主義運動は，宗教的感情ではなく科

学的推論にもとづくと考えられたり，同じく，

貴族階級の交代運動の一局面(ドレフュス事件

もその一つの表れである)は社会正義のための

運動であると考えられたりする。また同様に，客

観的現象としては，社会主義運動が理論を生み

出しているのであるが，主観的現象では，逆に，

理論が運動を生み出しているかのように考えら

れたりする九ノミレートは以上のような議論

を，さまざまな歴史的事例を随所に引用しなが

ら展開しているのである。

さて，それでは，以上の議論は『体系』序論

とどうかかわっているのか。そこで，まず， w体

系』序論と， この論文の内容を比較してみる。

その結果，序論が上記の社会学的法則の説明部

分に対応したものであり，その説明を一層くわ

しく展開したものであることがわかる。ただ

し，そこには，つぎのような注目すべき相違が

ある O それは，序論では， ["応用」にみられる同

時代の社会主義運動にかんする議論が結論部分

で展開されるに止まる一方["応用」での貴族

階級の交代運動が，エリートの周流と名づけら

れて，その事実が歴史的にくわしく説明されて

いるということである。ここから，つぎのこと

が判明する。社会学的法則のうち，エリートの

交代運動の法則にかんして， w体系』序論ではそ

の歴史的事実が示され， ["応用」ではその現代的

形態，つまりブ‘ノレジョワジーの旧エリートと社

会主義者の新エリートとの交代の事実が主とし

て扱われているということである。

ところで， こうした歴史的事実と同時代の事

実とは，実は一つの方法論によって，はっきり

と結びつけられているのである。このことを裏

付ける記述が「応用」の序説的部分に見られる。

そこにはこう書かれている。「ここで本題に入

ることにするが，そこで，いくつかの社会学的

けられないと信じている」ことは明らかであった0
9) [5J pp. 234-235， 237: [l1J pp. 98-99， 103. 
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法郎を患い鶴こすことから蛤めよう。これらの

法期は，事実から帰耕されたものであるが，そ

れを今、，あらためて演鐸な通じ事実によって

してみる必要がある。とこのようにして，

から構想，そして，さらに構想か

という， グ口ード・ベノレナ

tこ従うことにする。

は，この後半部分だけ

おもっと十分に長い前半部分比わたしが等

している社会学の大論文が完成し，出版iされ

ることにでもなれば，そのなかに入れられるで

あろうJ010) 

文ゃにある「社会学の大論文JとL、うのは f社

会主義体系JJ~ど撮すことは明らかである ll)。ま

た，ここでの社会学的法製は，ユリートの交代

法裂だけではなし、。しかし， w体系』と f応用」
;d"合わ吃ると，ベルナ…ノレの方法が用いら

れているのは，実質的にはz ワートの交代法製

だけである。絡の法則の扱いは， w体系』序論と

「応用jとでは議長本的に変わりはないからであ

るG

以上から，エロートの周流法郊にかんする

系2序説と「応毘Jは，つぎのような際認にあ

ると替える。すなわち，それは?体系』序論の

中の援史的事実の帰続分析によって得られたエ

リートの関誌法滋12)が， r応用jのやの現実的事
よって検証されているということである。

なお，ここで欝意すべき点を補足しておく。

10) [5J pp. 179: [11J p. 7ここでいう様怒 (idea)
が，パレートにあっては，社会学的法皇U，そして
結果的には，仮説としての「ユヲ…トの周流J法
鄭〈構想)ということになる。

11) r応用」は1900全容7月の「イタリ
[10Jに発表されている。滋総， パレートが尊心
していた火事まは F社会主義体系Jを措いてないc
f気が狂ったようにj打ち込んでトいすことこの著作が
完成したのは治01年10月であった在3Jp. 25)。
12)序論の説明で、i'l，まず…般法郊が明らかにされ，
つぎに，その具体僚を之氏ずかたちで歴史的議事実が
示されている。このように説明氏一絞か
実へという顕序になっているが，探求としては，
家安から一般へという綴序で行われたものと怒わ

れる。

1)法慰の検証ということは，現実的事実の弱

から見ると，この事実が法則の応用として

明されることでもある。つまり，現実的事実が

法踏によって説明されるということである。

rrc:;用Jのタイトんは， 設さにこの側濁をど表現
したものであろう 1九 2)締結の対象となる

法則てど検証する事実は，事実という点で

は同じであるが，内容は異なる。前者が歴史的

事実であるのに対し後者は現実的事実だからで

ある 14)。

ところで，両者の関係に示されている と

のかかわりで問題となるのは，パレートが，い

ったい{可のために歴史的事実の分析を行ってい

るのかということである。そのもっとも密然な

答えは，現実的事実を説明するため， というも

のであろう。そうだとしたら，ここから，つぎ

のようなパレートの思考の構図が涼かび上がっ

てくる。すなわち，まず，

その事実の意味を歴史的事実のなかに

求めるO そして， この過程でよ応予ートの周流と

社会主義運動との爵連を見い出プれそこで，あ

らため て，

今度はこれを，そのこr:.1)ートの周流法則によっ

て説明する， というのがそれである。

以上から，バレートのエリートの周流理論が，

当時の社会主義運動に触発され， この選畿の意

味を解く試みのやで形成されたことが推測され

る∞。そして同時に， Ir体系j序論のエリート

もここから明らかになる。それは「応用J

13)タイトノレでは「法郊jではなく， r社会考会約建設j
の応用となっているが，理論会法郊の税務体系と
解すれば，この点は納得がいくであろうo
14)バレートは，この引思文で?土，これら

別していない。しかし)j法的にこれらの事実が向
ーである必要のないことは切らかである。ちなみ
に， ベルナールの一文を紹介しておく。
は推理し，獲得した芸評笑の上に立つ
想定し，会潔的にこれ宅ピ喚起しようとする。J[12]
p. 49. 

15)この深論の「心理的形成jを扱った文献立3もあ
るが，この穫の試みが，精神分析的手法を用いた
ボルケナウのバレート論[2Jと問機，どれだけ意
義があるのか疑慌に忌われる。
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との関係分析から推して，こう結論できる。『体

系』序論でエリートの交代に多くのページが割

かれているのは，本論でのさまざまな社会主義

体系の分析が，最終的には当時の社会主義運動

の意味を明らかにすることを目指Lていたから

である， と。このように考えると， ~体系』の序

論が，本論のそうした目的にとって欠かせない

重要な前提，すなわちエリート論を主として扱

っていることが少しも不思議でなくなる。

以上，疑問が解消されたところで，ちなみに，

『体系』序論の，エリートの周流の論拠として，

どのような歴史的「事実」が取り上げられてい

るかを紹介しておこう。以下，関連する部分の

本文を全文抜粋して示す。

〈ローマの歴史は，つぎつぎと権力を得るに至

った数多くのエリートを，われわれに示してい

る。

これらエリートは，まず， ローマとラティウ

ムの農村階級から，ついで，これらの階級が消

滅すると，さらにイタリア， ゴール，スペイン

の農村階級から輩出し，ついには，蛮族すら，

この輩出に寄与することになる。

すでに，ずっと昔，上位氏族 (majoresgen-

tes) と，新しいエリート，すなわち下位氏族

Cminores gentes) との聞の闘し、がうかがわれ

る。そして先代のタルクイヌスは前者と並んで

後者を元老院へ参加させるよう訴えたらしい。

レグリヴアンはこう述べている。「貴族的一門

は， とりわけ多産であったとは思われない。子

供の標準数が5人と主張されてきたのは誤りで

ある。貴族的一門の歴史をみても同じ結論に達

する。王政の貴族も共和制の貴族も絶え間ない

消滅の道を歩んでいる。だから， タルクイヌス

が下位氏族を貴族に引き上げて，元老院の空席

を埋めたことは容認できる。」結局，ここでは一

つの浸透が問題となったようである。そして，

この侵透が，他方で，パラチヌス丘とグイリヌ

スの自治体の合併の起源となったように思われ

る。それにしても，上位氏族と下位氏族の聞の

抗争を示す証拠には，こと欠かない。当然のこ

とだが，下位氏族が上位氏族と権力を分かち合

ったとき，前者は，後者と同じく，残りの民衆

にたいして強硬な態度をとるようになった。

実際には，古い貴族階級と，下層階級から出

現した新しい貴族階級との聞の闘いなのである

が，俗説によると，共和制が確立されるや否や，

「貴族階級」と「民衆」との闘いが始まったと

いう。「抗争は市民間の内部に集中している。

さらに， これと平行して，もう一つの運動，都

市に憧れる非市民のそれが感じられる。平民，

ラティウム人，イタリア人，解放奴隷の不穏な

動きが，その結果である。かれらは，平民や解

放奴隷のように，すでに市民という名称をもっ

ていたり，ラティウム人やイタリア人のように，

まだその名称を受け取っていなかったりしてい

るが， これらのいずれもが，政治的平等の必要

を深く感じて，これを要求しているのである」。

これは一面の真理でしかなし、。新しいエリート

が，かれらの手勢に〔都市を1攻略するよう，

けしかけたのであり，またこの手勢に政治的平

等と，それ以上に，敵方の財産を与えることを

約束したのである。「かれらの貧民の悲嘆が，か

れら指導者たちの最強の武器なのである。仮

に，法律によって貧民が唯一の同業者団体に結

集することがなかったとしたら，指導者たちの

不満が貧民への関心に結びつくことはなかった

であろう」。ローマにあって，貧民は，かれらの

指導者に追従した。なぜなら，貧民は「負債と，

いくつかの所有地からの解放jを望んだからで

ある。周知のとおり，裕福な平民貴族も同じく

存在していた。そして，かれらは古い貴族と同

じような強い力を持ちたいと願っていた。「国

民の権力は平民階級，あるいは多数者へと移行

していた。そしてその多数者のなかには，すで

に順位が見られ，多数の有力者や金持ちが見ら

れた」。かれらこそ権力の獲得へと向かう新し

いエリートなのである。これらエリートは多数

者の利益に沿った要求のヴェーノレの奥に，かれ

らの野望を押し隠しており，そうした要求はー
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つの手設であって， 目的ではない。多数者に対

その指導者は畿地法や魚援の解諮を約束

する。それは，ちょう e，後に，帝位の候捕者

が軍留に贈与金 (donati槻 m)を約束するのと

まったく同じことである。

平畏のと払担}トは元老設に入り込んだ。も

しそれまでの在り方どおりだとしたら，かれ

らは，そこで，ほぽ半数の!訟を占めているだろ

う。その擦「当然考えられることだが，

級は，物禁的和議に大いに与かったということ

で、ある。それは資旋が政治的秩序のなかでの特

権の濫用から引き出した利殺を上部っていた。

そして，もっとも抜け自のない，ぎた抵読を務

導することにもっとも長けた人間が完悲話に入

り込むことにより，非抑庄者の身分が抑圧者の

身分へと移動し，それが議むにつれて，大衆は

苦痛を強く感じるようになるふだが古い貴族

階級は依態としていくつかの権利を保持しそ

れら令排他的に享受しようとしていた。そこ

で，争いは高位高官職の樫分をめぐって蒋寵さ

れた。この争いは長葉互にわたった。?なぜなら，

そこでは， もはや一般的利益を務たすことでは

なく，幾人かの民衆の指導者の野心だけが務懇

であったからである。だから攻撃は氏支なかっ

たが，支護は十分でなかったし，また称号だけ

で満足した平氏は長い間， ことな裁量した。わ

れわれは，平E誌が土壇場でき数アルパンの土地

のためにリやウス・ストロと執政官の織をまざ

ょうとするのを見るで、あろうふ

たちは，多分，間違ってはいなかった。とにか

く数ブノレパンの土地は，亦常に身近な需覧震であ

》ったからである。今日のフランスにおける多く

ども，かれらの

ワノレデッグ・ノレソ…内閣の際按に追えられたこ

とによって与えられた名誉が， ブノレジ罰ワの隊

産にたいするかれらの分け前の拾わりになりう

るとは態つてはいなL、。

ローママは「王子良貴設が護民営の騒を奪い取

ることによって，それをかれらの詞的に車引とさ

せるようになって以来，農地法や貸付詮は，あ

る意味で，蔑ろにされていた。しかし，それで

も新たな征服地が無かったわけで、もないし，

しい市民がいなかったわけでも，地方での貧困

北がすすんでいなかったわけでもないふだが，

ある時期，すべての帝位候補者が兵士たちに金

女与えること以外相もすることがないと思い込

るのと，ちょうど同じように， I大衆の無

関心に助げられていた貴族が援試して，政治的

平等の利益が得られなくなったとき，王子氏貴族

比貴族階級の苦言で孤立し，無力となっていた不

と，間関協約の凝誌を行ったのであ

るJo
新しい紫族構級が勝利宅d絞める。ジキニウス

セグスティウス (LicI1事iaesextiae)法は，

見，民の関の平等を確立しているように見え

るが，実諜上は「その後も以前と向様，

政治体制が続いたjのである。設々にして，あ

る抽象鈴な爵係が，偶黙?とよって具体的形態を

とることがある。新しい法律の創飴殺であるガ

イウス・リエヤニユゥス・スト Pは，その法律にも

とづいて有罪判決を受けた最初の入院となった

のだが，かれは鼠分の階級に寧障を獲得するた

めにのみ作られていた答者〉法律が， 自分に濃湾

されたことに樗然としなければならなかったの

である。

二乙 1)…トの周蕊運動が再開される。

索族的政治体制が成立したところで，

この体制に立ち向かう反対の党旅が現れ

……かれら〔新しい対抗者たち〕札下濯の人

間，とりわけ小耕作者の味方となる」。

れば，新Lいニcリートは，これらの人鰐のなか

に加入者を求めるO かれらが，そうした加入者

念発見できるのは，これらの人間たちのなかな

ので、ある。いずれにぜよ，権力の践につくに湿

った表は， これらの入院のなかに加入者を求め

たのである。

もう一つ読のエリートが登場する。口…マの

本来の農村階級は衰弱し，消滅しつつあった。

「市民となった平誌の下に，百人組や諾披のほ

か，すでに急速に増大していた解放民や駿人，
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商人， ローマに居を定めていた投票権をもたな

い (sinesuffragio)都市住民，最後に，最下層

市民 (aerarii) が生活していた。これらのな

かには裕福な，活動的で知的な人間たちが含ま

れていた」。ニーブールは， つぎのように強調

している。「自治都市は新しい同族を送り出す

ことによって，国を若返らせたのである」と。

このことは，それ以後のローマ史に決定的影響

を及ぼす重大な事実である。ローマは徐々に近

隣の国民のあらゆるエリートを取り込んで行

く。これらのエリートの総てを貧りつくしたと

き， ローマは没落する。

元老院の議員たち (ραtres)は， これらの新

しい階級のエリートに依拠しようと試みる。こ

の現象は頻繁にみられ，古い貴族階級の生き残

りは，同じような手口を使って味方の確保に努

める。

監察官であったアッピウスは，部族のなかに

新しい階級の人間たちを登録し，そのことで平

民貴族の悲漉を買ったが，その平民貴族は，権

力の座について以後，凡庸にも「下層の人間や

貧民」を気にしていたのである。書記のグナエ

ウス・フラヴィウスは，新しいエリートに属し

ていたが，かれは「確かに，当代の非常に傑出

した人物の一人であった」。

アッピウスの改革は時期尚早の面をもってい

た。新しい市民の登録の仕方における一つの変

化，これら市民の意志表示の重みを低下させる

変化は，その少し後で生じたのであった。運動

が再開されるや，それはもはや止どまるところ

を知らなかった。

それにしても，これらの詳細については，興

味深いのだが，やはり短縮し，割愛しなければ

なるまL、。というのは，そうしないと， この事

例の説明の展開が本書の残りのそれと均整を欠

くことになるからである。

エリートは，その経済的，社会的生活条件に

従って，多くの仕方で現れる。商業的，工業的

国民にあっては富の獲得，好戦的国民にあって

は軍事的成功，専制政治の国民にあっては政治

的手腕とか， しばしば策謀心や品性の下劣さ，

中国の国民にあっては民主主義と民衆の扇動，

文学上の成功，中世では教会の栄誉の獲得，以

上のことがらは，人聞の淘汰がなされる同じ手

段なのである。

グラックス兄弟の護民官の時期以降，共和制

の終末までの間， ローマでは， 自前の馬による

(equoρrivato) 騎士団員の大部分は，田舎の

氏族の出であり金権政治的な淘汰の産物なので

ある。また富裕な収税吏の数も増大するように

なっていた。

だが， こうしたエリートとならんで，民兵出

身の，もう一つのエリートが形成されていた。

投票権のない (sinesuffragio)市民とか同盟

者のイタリア人たち (socii)はすべて兵役に服

することになっていた。こうして，淘汰は，や

がて，すべてのイタリア人にまで及び，その指

導者たち (Praefectisociorum)はローマ市民

の権利をもつようになっていた。軍旗の下での

兵役が，市民の一時的な義務的仕事から，一つ

の職業となったとき，淘汰はさらに強まった。

それはマリウスとともに始まる。かれは， rも
はや，それまでJ必須とされていた財産の条件を

気にかけなかった最初の人間であった。かれ

は，立派な兵士であることが証明される限り，

市民の聞のもっとも貧しい志願兵にたいしても

軍団の階級を昇進できる道を聞いたのである」。

マリウス，スラ，シーザ，オクタヴlィアヌスは，

異なった政治原則を代表している。しかしか

れらは，基本的には，いずれも等しく新しいエ

リートの指導者なのである。かれらは軍事的淘

汰によって生み出されたエリートであり，この

エリートは騎士団のエリートと同盟することに

よって帝国を打ち立て， これを数世紀にわたっ

て保持するようになる。

貴族的統治の復古者であるスラの勝利は新し

い人間のおかげである。アジアでの戦役のため

に，二人の護民官が，スラから，かれの軍団を

取り上げて，マリウスに与えるためにノラにや

ってきたとき，一人の審問官を除き，士官たち
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はス'7を見捨てた。しかし兵二とたちはスラに怠

実であり続けた。そしてスラが口ーマ入りし，

かれの意志を強慾jするのは，兵士たち

としてなのであるo長い間，軍隊は一つのよ乙り

トを代表した。そしてそのエヲートは，あら

ゆるユヲートと問機，下j警階級から路上してき

たのであった。デュジ品イは， 口ーマ

るなかで， こう言っている。「アウグストゥス

の越の制度が消滅したなかにあって，ただーっ

き残った軍事的力が，すべてを支配した。問

時代の人間は，そのことに驚きはLなかった。

数世紀の間，寧Eまは武装したローマ欝民であっ

た。この遠い記憶は絶対に消え去りはしなかっ

た。そして帝闘を欝衛していた繁隊はI=lーマ

悶民の構成にもかかわらず，帝欝さと代表するに

ると見られていた唯一の集団なのであっ

た。聖ヒニ己評ニムスは同じようなことを考えて

いた。というのは，かれは苛祭による

挙をど，兵士による皇帝の選挙になぞらえている

からであるj。

「玉政が絶えたあと，ギリシャの最初のいく

つかの共和罷は，戦土たちによって組織されて

いたふや枇沼ーロッパでは，ふたたび，

族が戦士たものエジ…トのなかで権力会集約し

ているのである。

グラウディウスはク予アを充実するためにエ

リ…トの選抜をゴールに設で拡大し， ヴェスパ

シアヌスは，それきど銭の地域に拡大した。 トラ

ヤーヌスとともにスペインから皇帝がロー?に

送り出された。ついで，蛮族自身も帝伎につい

た。

子苦醒末期のほとんど全額を通じて，エリート

の周流はんだ。幸子人をその職業

とられたからであるo も

地弘章義人は同業組合弘十人組騎士はグ歩ブ

を放楽勺きなくなっていた。

400俸に，ホノリウス吸は組合鼓(collegiatの

な捜索するよう命じるc そして，かれらが一人

の例外もなく，その職業?こ連れ戻されるのが

(ad officia sua sine ullius nisu exceptionis 

revocenlur)いたるところ られるようにな

る (ubicumqueterrarum reperti fuerint)。
458年には，マ設ワアヌス帝がi穏じような措置を

新たに窓める。かれは fきたまれたところの者に

なりたくないJ(qui nolunt esse， quod nati 

SU1まのすべての人間が本来の身分に展ること念

ワロンは言う or出自の紳は，こうした，
あらゆる事物の崩壊のなかで，爵家のそれを押

しとどめるための，かなり強力で，また…毅的

と見なされる唯…のものなのである。このよう

に，出生の宿命は帝国の獲高の法なのである

…口一、ずはギリシャ文明言と通り越して東洋の

カ…スト髄へと立ち廃ったのであるj。国家の

社会主義による誤費札富合破壊し，カースト

制度は人びとの移動を押し止どめていた。した

がって，新しい1エリート法形成されえなかった

し上昇することもできなかった。だから舵取

りなしていた完全に夜遅し鍔った品ザートに，

新しいエリートが， とって代わることができな

かったのである。ワルツアンは言う o r中間階
級とよ欝階級友刷新し，捧持する上自遼欝は停

止aしていたj と。

この社会比死活にかかわる選択をど迫られて

いた。それは死に瀕した集団であった。蛮挨の

侵入がこの社会を救った。この授入によって外

部からエりートがもたらされたばかrでなく，
{何よりも，侵入によって品リートの潟流すと阻ん

でし、た緩識が打ち壊されたからである。職人と

かブノレジ謹ワヵ:， イタヲア共和国の繁栄を生み

出すことになるのだが，かれらは外部から来た

エヲ…トではなし、。かれらは原住民族の出であ

り，帝政末期の制度が，かれらの上昇を組んで

いたにすぎない。中世の，アナルシーと呼ばれ

ていたことがらが伊かれらの上昇を許すのであ

るc ニ払ヲートの周流が再穣される。そして，そ

の馬琉とともに繁栄がふたたびやってくる。口

ーマ帝騒の米顎，淘汰の一つの手段が現れる。

それまでの淘汰の鐸きについて見られたのと

さまざまな観点からして異なった手段，す

なわち教会がそれである。中世では，教会が，
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ほとんどすべての教養や知性のある人聞を引き

つけるようになる。この時代には，人聞を選抜

する手段として，聖職と軍人職を除き， どんな

手段も無くなる。少し遅れて，淘汰の第三のあ

り方である商工業のおかげで都市が生まれる。

そして， この商工業のエリートが，他の二つの

エリートにとって代わるようになる。

キリスト教的共同体の内部で行われていた淘

汰を，ほとんどの歴史家は見逃さなかった。 r3
世紀から，共同体の指導者たち，すなわち長老

や監督たちは，専従の終身的高官となっており，

かれらの聞には，正真正銘の同業団体である，

聖職者集団， χA手por;; が形成されていた。そL

て，それは大衆 Aαor;; すなわち俗人と区別さ

れ，切り離されていた……司祭と司教は俗人か

ら選ばれていた。かれらは，宗教的社会とのか

かわりからすると，一つの指導集団であり，一

つの統治組織であった。だが， この統治組織は

宗教的社会そのもの以外に， どんな発生源もも

ってはいなかった」。他方，選挙は，宗教的な信

条をもっぱら考慮して行われたわけで、はない。

選挙によって， しばしば市民エリートの成員が

選ばれていたのである。

聖職者の職業は， とりわけ5世紀から12世紀

にかけて，すべての者に聞かれていた。教会は

あらゆる身分から，つまり上層と同様，下層か

らも，そしてむしろ， よりしばしば下層から人

材を補充したのであった。教会を中心に，誰も

が特権制度のもとで地位についていた。教会

は，ひたすら平等と競争の原理を維持してい

た。教会は，正当な優越者たちのすべてに権力

の保持を促していたのである。少しずつではあ

ったが，教会の統治組織は次第に貴族的になり，

ついで，それは君主制への傾向をみせ，そして

ローマの司教の覇権が確立する。しかし， この

ことは教会自体の内部で，新Lいエリートが騨

化するのを止どめはしなL、。これらの新しいエ

リートたちは，かれらの要求に宗教的形式を与

える。ということは，その際，社会的な論争が

表明される言語があったということである。往

々にして，かれらは古いエリートと完全に離反

する。こうして離教あるいは異端が生じる。古

いエリートは， ときおり新しいエリートを吸収

し，そのエネノレギーを自らの権力を再強化する

ために利用するようになる。このようにして11

世紀頃，カタリ派が現れる。そして13世紀には，

争いはアルーピ、ジョワ派にたいする十字軍の出兵

にまで達する。他方， ローマは，服従する者を

許じ，倣慢な者を制圧する (Parceresubjectis 

et debellare superbos)とL、ぅ原則を実行する

のに十分な，力とエネルギーを，ふたたび，も

つようになる。

中世には，きわめて興味深い試みが見られ

るO ある知的エリートが，専ら権力を行使する

組織の試みがそれである。この試みが仮に成功

していたなら，また教皇たちが，すべてのキリ

スト教国の絶対的支配というかれらの意図を実

現しえていたなら，おそらく支配的エリートの

宗教的性格は少しずつ薄れて，人文的，科学的

性格が，それを凌駕するようになっていたであ

ろう。ある見方からすると，現在のヨーロッパ

は，中国がそうであるのと似たようなものにな

っていたであろう。しかし，ことは，そのよう

な筋道をたどって進展してはいない。なぜな

ら，一方で，これはもっとも重要な事実なのだ

が，好戦的エリートが権力を奪われるのを座視

しなかったからであり，他方で，知的エリート

の成員が団結し続けなかったからである。運動

は，宗教的エリートを次第に切り離す傾向を見

せるようになった。知的エリートは法律の研究

とか科学的研究のなかに，そして重要なものと

しては，経済的職業のなかに新しいはけ口を見

い出すようになっていた。宗教的エリートと知

的エリートは，一時，完全に入り混っていたが，

ある時期から，かれらは競争相手となり，敵対

者となった。そして，そのときから宗教的エリ

ートの衰退が始まる。宗教的エリートは，弱体

化したあと，その古い対抗者である好戦的エリ

ートと和解したばかりでなく，完全に， これに

依存したのである。
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こうした出来事は，もし，基本となるものと，

その形式とを切り離すと，まったく理解できな

いであろう。基本となるもの，それはエリート

の周流の運動であり，その形式は，この運動が

生起する社会にあって決定的影響力をもっ運動

である。この形式は，中国では，教養人の口

論，古代ローマでは政治闘争，中世では宗教論

争，今日では社会闘争ということになろう。中

世に生きていた不満分子は誰もが，かれの改革

の欲求を宗教的考えによって表明し，その論拠

を福音書から取り出していた。仮に，かれが今

生きていたとしたら，かれは同じ欲求を社会主

義の理論によって表明し，その論拠をマルクス

から取り出していたで、あろう。しかし，もし感

情とL、う基本となるものが人間の行動を促すと

したら，エリートの選定には社会形態の影響が

感じられるであろう。これらのエリートは何ら

絶対的なものをもってはいない。聖人のエリー

トと同様，山賊のエリートも存在しうるのであ

る。カタリ派や， これに続くアッシジの聖フラ

シチェスコの時代の聖職者は堕落し，背徳的で

あったが，それにもかかわらず淘汰の仕方は，

名目的には宗教的，道徳的な完全さなるものを

留めていた。ところで， この点から見るとカタ

リ派やフランチェスコ派は，実質的にはエリー

トであった。もっとも，経済的，社会的進歩と

いった別の観点から見ると，堕落し切っていた

とはいえ， これらの聖職者は，そうしたエリー

トより優越していたと言えよう。もっと遅れ

て，16世紀に宗教上の大きな振動が生じたとき，

新しいエリートの即位は， ローマから離反した

国々ばかりでなく， とりわけローマ自体でも見

られた。だが， この即位によって，ルネッサン

スの輝かしい時期に終止符が打たれ，そして，

おそらく幾世紀にもわたって宗教的寛容の確立

に遅れが生じたのである。

市民的淘汰も，やはり 4世紀に， ゴールで、宗

教的淘汰と競合するかたちで、作用していたが，

5世紀頃には見られなくなる。「学校へ通って

いたのは， とりわけ上層階級の若者たちであっ

た。だが， この階級は，崩壊の真っ只なかにあ

った。学校は， この階級と一緒に落ちぶれた。

制度は依然として存続してはいたが，中身がな

かった。魂は肉体から去っていたのである」。

似たような進展が軍事的社会でも起こってい

た。この社会は，その権力のもとで，宗教的社

会には属さないあらゆるものを縮小させること

によって終末を迎えていた。この社会は，その

頃，主として経済力の影響下で衰退し始めた。

この現象が，もっともよく観察されるのがイタ

リアである。というのは， このイタリアの国々

で経済的再生が始まったからである。

すでに，ダンテの時代にフィレンツェの古い

貴族は表退しつつあり，新しいエリートがその

地位につき始めていた。裕福なブルジiヨワジー

は封建貴族との闘いに入る。だが，新しい階層

が道を切り開こうとするのと同時に，ブルジョ

ワジーと大衆の聞の闘いが起こる。フィレンツ

ェの歴史を研究する者は誰でも，フィレンツェ

共和国とローマ共和国の社会的進展の並行状態

に強い印象を受ける。類似は副次的な点にまで

及ぶ。すなわち，アウグストゥスの皇帝の権力

によってローマの衆愚政治に終止符が打たれた

のと同じように，メディチ家の君主の権力によ

ってフィレンツェの衆愚政治に終止符が打たれ

る， といっTこように。}16)

以上の歴史的事実の典拠として，パレートは，

その古典にかんする豊富な知識を駆使して多く

の資料を上げている。主な一次資料としては，

テオドシウス帝の勅法実纂，マヨール帝の新勅

法があり，また， これに準ずる資料として， リ

ヴィウスの『ローマ建国史~，ガイウスの『法学

提要』をはじめとして，キケロ，カトー，メナ

ンドロスなどの著作が使われている。また二次

資料としては，もっとも高い頻度で参照されて

いるのが，モムゼンの『ローマ史~，つぎが，同

じくニーブールの『ローマ史』であり，これら

はいずれもフランス語訳が用いられている。そ

16) [8J pp. 41-58. 
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の他，デュリュイの『ローマ人の歴史』やギゾ

ーの著作などがある問。

17)以下，これらのヲ開，参照資料を一括して列記し
ておこう。ただしパレートの文献表示は，かな

らずしも厳密ではないので，最低必要限度の補正

を施してある。
1. Aristote， Politique. IV， 10， 10. 
2. Belot， E.， Histoire de chevaliers romains， 
Paris， 1873， 11， p. 8. 
3. Cato， De re rustica. 
4. Cicero， Philippica Tertia， VI， 15. 
5. Cicero， Pro Quinctio， Roscio Comoedo 
XIV， 42. 

6. Codex Theodesianus， XII， 19， 1. 
7. Coulanges， Fust巴1de， L'invasion ger-
押wnique，p. 67. 
8. Dante， Divina Commedia， Inferno， XVI. 
9. Duruy， V.， Histoi何 desRomains 1， p. 
223， p. 287， V， p. 529， VI， p. 361-362. 
10. Francotte， H. ， L'industrie dans la Grece 
ancienne， 11， p. 327. 
11. Gaius， Institutionum commentari， 1， 96 
12. Guizot， F. P. G. ， Histiore generale de la 
civilization en Europe， p. 139-140， p. 171. 
13. Guizot， F. P. G.， H istoire de France， 1， 
p. 118. 

14. Janssen， J. ， L'Allemagne et la reforme 
15. Lapouge， M. de， Les selection sociales， 
p. 87. 

16. Lecrivain， Ch. A.， Gens， Dict. Daremb. 
Saglio， p. 1514. 

17. Livius， Titus， Ab urbe codita libri， III， 
65， IX， 46. 
18. Luchaire， A.， H istoire des institutions 
monarchiques de la France， 11， p. 161. 
19. Menandros， Arrius， Deg. XLIX， 16， 4， 

~ 10. 
20. Mommsen， Th.， H istoire romaine， II， 
p. 3-4， 16， 35， 67， 69， 83， 84， 85， V， p. 
120， 167. 
21. Niebuhr， B. G.， H istoire romaine， 1， p. 
550， 551， II， p. 153， III， p. 1-2， 47. 
22. Nov. Major. 
23. Salvemini， M.， Mag仰 tie popolani in 
Firenze， p. 24. 
24. Val. Max. VIII， 6， 3. 

25. Wallon， H.， Histoire de l'esclavage dans 
l' antiquit e， III， p. 220. 

26. Wai1tzing， J. -P.， Etude historique sur 
les corρorations professionelles chez les 

Romains， II， p. 263. 
27. Wi11ems， P.， Le senat de la republique 
ァomatne.
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